








状および RGB 表面の色・質感情報が取得でき, それらのデータを解析して資料の整理が可
能となった。この新しい計測方法は, 正確な土器断面図の出力による形状や容積に関わる
数々の解析, 使用された胎土, 指の圧痕等も計測でき, これまでにはなかった分析手法が可
能となってきている。そのような技術革新により, 考古資料・文化財調査に関わる公的機関
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